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西光寺横の共同井戸端（昭和30年頃）

美
し
い
自
然
と
平
和
な
小
豆
島
も
、
約
六
八
〇

年
前
に
は
、
王
権
の
存
亡
か
け
、
新
た
な
権
威
を

模
索
す
る
南
北
朝
の
動
乱
の
戦
い
に
引
き
込
ま
れ

ま
し
た
。

延
元
四
年
（
一
三
三
九
年
）
備
前
児
島
の
勇
将
、

佐
々
木
信
胤
は
軍
勢
と
と
も
に
、
小
豆
島
へ
押
し

入
り
星
ケ
城
に
陣
を
構
え
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ

の
八
年
後
に
は
北
朝
方
の
四
国
の
総
大
将
、
細
川

頼
春
の
指
示
の
も
と
に
、
細
川
師
氏
が
大
軍
を
率

い
て
小
豆
島
に
攻
め
寄
せ
、
南
北
両
朝
の
軍
勢
が

海
上
と
陸
上
と
で
、
総
力
を
あ
げ
て
の
血
斗
の
地

と
な
っ
た
の
で
す
。

今
な
お
、
土
庄
町
本
町
に
残
る
複
雑
な
迷
路
は
、

当
時
の
攻
防
戦
に
備
え
た
路
地
の
形
成
を
成
し
、

全
国
に
現
存
す
る
数
少
な
い
迷
路
の
ひ
と
つ
で
す
。

ま
た
「
迷
路
の
ま
ち
」
に
は
、
天
正
十
一
年

だ
れ
と
歩
こ
う
か
迷
い
み
ち 
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（
一
五
八
三
年
）
秀
吉
の
大
坂
城
築
城
に
際
し
て
加

藤
清
正
公
が
、
ま
た
元
和
六
年
（
一
六
二
〇
年
）

徳
川
幕
府
に
な
っ
て
加
藤
忠
広
公
が
、
そ
れ
ぞ
れ

採
石
奉
行
と
し
て
止
宿
し
た
陣
屋
跡
が
今
も
現
存

し
て
い
ま
す
。

大
銀
杏
が
空
を
仰
ぐ
、
小
豆
島
霊
場
五
十
八
番

西
光
寺
の
朱
色
に
輝
く
四
恩
の
門
前
か
ら
、
俳
句

「
咳
を
し
て
も
一
人
」
で
知
ら
れ
る
孤
高
の
俳
人

「
尾
崎
放
哉
」
終
焉
の
地
「
南
郷
庵
（
み
な
ん
ご
あ

ん
）」
へ
と
迷
路
は
続
き
ま
す
。
そ
の
ま
ま
海
岸
沿

い
に
歩
く
と
、
引
き
潮
時
に
浮
か
ぶ
ロ
マ
ン
チ
ッ

ク
な
白
砂
の
道
は
「
エ
ン
ジ
ェ
ル
ロ
ー
ド
」
と
し

て
、
小
豆
島
の
人
気
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。

世
界
一
狭
い
海
峡
「
土
渕
海
峡
」
か
ら
迷
路
に

入
る
と
、
学
問
と
書
道
の
神
さ
ま
「
菅
原
道
真
公
」

を
祀
る
土
庄
天
神
神
社
と
小
豆
島
霊
場
六
十
四
番

松
風
庵
が
、
桜
の
名
所
に
ふ
さ
わ
し
く
優
し
く
迎

え
て
く
れ
ま
す
。
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小
豆
島
っ
て
ど
こ

美
し
い
瀬
戸
内
海
に
浮
か
ぶ

二
番
目
に
大
き
な
島
。

る
小
豆
島
本
島
で
す
。

山
が
高
く
て
海
岸
に
迫
っ
て
い
る
の
で
、

平
地
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。
川
は
高
い
山
か

ら
流
れ
て
来
る
の
で
、
ど
の
川
も
流
れ
が
急

で
、
距
離
は
短
い
で
す
。
気
候
は
少
雨
乾
燥

の
い
わ
ゆ
る
瀬
戸
内
海
性
気
候
で
す
。

小
豆
島
に
は
二
町
あ
り
ま
す
。
西
北
部
を

占
め
る
土
庄
町
と
中
東
南
部
を
占
め
る
小
豆

島
町
で
す
。
小
豆
島
町
は
平
成
十
八
年
（
二

〇
〇
六
）
に
中
南
部
の
池
田
町
と
東
南
部
の

内
海
町
が
合
併
し
て
で
き
た
新
し
い
町
で

す
。
人
口
は
平
成
十
九
年
（
二
〇
〇
七
）
十

二
月
現
在
、
土
庄
町
が
一
五
、
九
〇
七
人
、

小
豆
島
町
が
一
六
、
六
二
三
人
と
な
っ
て
い

ま
す
。

島
の
西
方
に
は
豊
島
、
小
豊
島
と
い
う
比

較
的
大
き
な
島
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
島
の

周
囲
に
は
二
十
二
の
小
島
が
散
在
し
て
い
ま

す
。
島
内
の
山
は
東
部
に
行
く
に
つ
れ
て
高

小
豆
島
は
香
川
県
の
北
東
部
に
位
置
す
る

周
囲
一
二
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
面
積
一
五
三

平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
島
で
す
。
瀬
戸
内
海

で
は
兵
庫
県
の
淡
路
島
に
次
ぐ
広
い
面
積
で

す
。
島
全
体
が
瀬
戸
内
海
国
立
公
園
の
一
部

と
な
っ
て
い
ま
す
。

小
豆
島
は
二
つ
の
島
か
ら
な
っ
て
い
て
、

形
が
仔
牛
に
似
て
い
ま
す
。
頭
部
に
当
た
る

個
所
は
前
島
と
呼
ば
れ
る
島
で
す
。
橋
で
牛

の
胴
体
部
と
つ
な
が
っ
て
い
て
、
橋
の
下
は

海
峡
で
す
。
海
峡
の
東
側
が
胴
体
部
に
あ
た

く
な
っ
て
い
ま
す
。
小
豆
島
町
に
あ
る
星
ヶ

城
山
（
海
抜
八
一
七
メ
ー
ト
ル
）
は
瀬
戸
内

海
の
島
に
あ
る
山
の
最
高
峰
で
、
香
川
県
下

で
も
五
番
目
に
高
い
山
で
す
。
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２．

土
庄
町
の
紹
介

賑
わ
い
と
、
や
す
ら
ぎ
の
ま
ち
と

輝
く
ひ
と
、
交
流
都
市
を
目
指
す
。

町
と
な
り
ま
し
た
。

土
庄
町
は
小
豆
島
に
お
け
る
行
政
ま
た
商

業
の
中
心
で
す
。
税
務
署
、
法
務
局
、
簡
易

裁
判
所
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、
小
豆
総
合
事
務

所
な
ど
の
よ
う
に
、
国
ま
た
は
県
と
の
つ
な

が
り
の
あ
る
公
共
機
関
が
あ
り
ま
す
。

島
の
西
部
の
玄
関
口
で
あ
る
土
庄
港
は
高

松
、
岡
山
、
豊
島
、
宇
野
を
フ
ェ
リ
ー
や
高

速
艇
で
結
び
、
島
内
の
港
で
は
最
も
賑
わ
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
北
部
の
大
部
港
か
ら
日

生
（
岡
山
県
備
前
市
）
ま
で
フ
ェ
リ
ー
が
運

航
し
て
い
ま
す
。

銀
波
浦
と
呼
ば
れ
て
い
る
前
島
南
部
の
海

岸
地
域
に
は
多
く
の
ホ
テ
ル
・
旅
館
が
あ
り

ま
す
。
土
庄
・
渕
崎
地
区
に
は
商
業
地
域
が

あ
り
ま
す
。

地
場
産
業
と
し
て
、
醤
油
・
佃
煮
・
ソ
ー

メ
ン
・
う
ど
ん
な
ど
の
製
造
工
場
、
縫
製
工

場
も
あ
り
ま
す
。
特
に
、
ご
ま
製
油
工
場
で

土
庄
町
は
豊
島
か
ら
小
豆
島
西
北
部
に
か

け
た
地
域
を
占
め
、
東
西
五
八
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
（
西
端
の
豊
島
水
ヶ
浦
か
ら
東
端
の
東
灘

山
ま
で
）、
南
北
十
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
（
南

端
の
大
余
島
南
か
ら
北
端
の
田
井
妙
見
崎
ま

で
）
あ
り
ま
す
。

昭
和
三
十
年
（
一
九
五
五
）
の
い
わ
ゆ
る

昭
和
の
大
合
併
に
よ
り
、
旧
・
土
庄
町
、

旧
・
渕
崎
村
、
旧
・
大
鐸
村
、
旧
・
北
浦
村
、

旧
・
四
海
村
、
旧
・
豊
島
村
が
合
併
し
、
さ

ら
に
旧
・
大
部
村
を
編
入
し
て
現
在
の
土
庄

は
日
本
一
の
工
場
が
あ
り
、
原
材
料
・
製
品

を
輸
出
入
し
て
外
国
と
も
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
石
材
業
・
の
り
養
殖
業
も
盛
ん

に
営
ま
れ
て
い
ま
す
。

学
校
は
、
県
立
高
校
が
一
校
、
町
立
中
学

校
が
二
校
、
町
立
小
学
校
が
五
校
あ
り
ま
す
。
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土 庄 港



３．

オ
リ
ー
ブ
の
島

平
和
の
シ
ン
ボ
ル
オ
リ
ー
ブ
。

日
本
で
初
め
て
植
栽
さ
れ
て
百
年
。

象
徴
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
『
創
世
記
』

の
「
ノ
ア
の
方
舟
」
の
記
述
に
基
づ
い
て
い

ま
す
。
大
洪
水
の
後
、
陸
地
を
捜
す
た
め
に

ノ
ア
が
放
っ
た
鳩
が
オ
リ
ー
ブ
の
枝
を
く
わ

え
て
戻
っ
て
来
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
洪

水
が
引
き
始
め
た
こ
と
が
分
か
っ
た
の
で
す
。

日
本
で
オ
リ
ー
ブ
と
言
え
ば
小
豆
島
が
す

ぐ
に
出
て
く
る
ほ
ど
、
オ
リ
ー
ブ
と
小
豆
島

は
深
い
関
係
に
あ
り
ま
す
。
小
豆
島
で
オ
リ

ー
ブ
栽
培
が
始
ま
っ
た
の
は
明
治
四
十
一
年

（
一
九
〇
八
）
の
こ
と
で
し
た
。
農
商
務
省
の

委
嘱
を
受
け
た
香
川
県
農
事
試
験
場
が
西
村

に
オ
リ
ー
ブ
を
試
植
し
ま
し
た
。
三
年
後
に

果
実
を
採
取
す
る
こ
と
が
で
き
、
小
豆
島
で

も
オ
リ
ー
ブ
が
生
育
し
て
結
実
す
る
こ
と
が

証
明
さ
れ
ま
し
た
。
小
豆
島
の
他
、
三
重
県

と
鹿
児
島
県
に
も
試
植
さ
れ
ま
し
た
が
、
成

功
し
た
の
は
小
豆
島
の
も
の
だ
け
で
し
た
。

少
雨
乾
燥
と
い
う
瀬
戸
内
海
性
気
候
が
オ
リ

オ
リ
ー
ブ
は
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
原
産
の
モ
ク
セ
イ
科
の

植
物
で
す
。
葉
が
小
さ
く

て
硬
く
、
比
較
的
乾
燥
に

強
い
こ
と
か
ら
南
フ
ラ
ン

ス
、
イ
タ
リ
ア
、
ス
ペ
イ
ン
、
ギ
リ
シ
ャ
な

ど
の
地
中
海
地
方
で
広
く
栽
培
さ
れ
て
い
ま

す
。
種
類
も
ル
ッ
カ
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
、
マ
ン

ザ
ニ
ロ
な
ど
と
多
種
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

オ
リ
ー
ブ
は
旧
約
聖
書
に
も
登
場
す
る
古

い
歴
史
の
あ
る
木
で
、
鳩
と
と
も
に
平
和
の

ー
ブ
の
生
育
に
適
し
て
い
た
か
ら
で
す
。

そ
の
後
百
年
に
わ
た
っ
て
オ
リ
ー
ブ
は
小

豆
島
の
地
場
産
業
の
一
翼
を
担
っ
て
き
ま
し

た
。
果
実
は
食
用
油
、
化
粧
油
、
塩
漬
け

（
ピ
ク
ル
ス
）、
葉
は
茶
や
装
飾
用
リ
ー
ス
、

木
は
工
芸
品
と
い
う
ふ
う
に
、
ど
こ
を
取
っ

て
も
捨
て
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
せ
ん
。
特
に

最
近
は
健
康
食
品
ブ
ー
ム
と
言
う
こ
と
で
、

食
用
油
に
人
気
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

平
成
二
十
年
（
二
〇
〇
八
）
は
小
豆
島
で

の
オ
リ
ー
ブ
植
栽
百
周
年
と
い
う
記
念
す
べ

き
年
で
す
。
小
豆
島
町
西
村
の
オ
リ
ー
ブ
ヶ

丘
を
中
心
に
、
島
内
各
地
で
関
連
す
る
多
く

の
行
事
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
オ
リ
ー
ブ
は
香
川
県
の
県
木
・
県

花
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
土
庄
町
の

豊
島
甲
生
地
区
に
は
日
本
一
の
オ
リ
ー
ブ
園

が
あ
り
ま
す
。
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４．

赤
松
柳
史
句
碑

花
鳥
自
然
を
見
る
目
で

人
生
を
観
た
感
動
の
句
。

に
「
句
碑
の
森
」
を
造
成
し
、
四
十
八
基
の

句
碑
を
建
立
し
ま
し
た
。
四
十
九
年
（
一
九

七
四
）、
七
十
三
歳
で
京
都
で
急
逝
し
ま
し

た
。柳

史
の
句
碑
は
全
国
に
合
わ
せ
て
九
基
あ

り
ま
す
。
京
都
清
水
寺
に
は
「
清
水
の
と
ぼ

し
畏
し
冬
紅
葉
」
と
い
う
有
名
な
句
碑
が
あ

り
ま
す
。
小
豆
島
内
に
は
六
基
あ
っ
て
、
う

ち
三
基
が
土
庄
町
内
に
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ

れ
の
俳
句
・
建
立
年
・
建
立
場
所
は
以
下
の

通
り
で
す
。

「
親
猿
も
子
猿
も
し
た
し
け
さ
の
秋
」

（
昭
和
三
十
六
年
　
銚
子
渓
）

「
鹿
垣
は
む
か
し
の
人
の
つ
く
り
た
る
」

（
昭
和
五
十
二
年
　
笠
ヶ
滝
）

「
一
切
を
佛
に
ま
か
せ
蟻
這
へ
り
」

（
平
成
四
年
　
土
庄
港
）

三
句
目
は
赤
松
柳
史
顕
彰
会
が
土
庄
港
タ

ー
ミ
ナ
ル
に
建
立
し
た
も
の
で
す
。
句
碑
裏

赤
松
柳
史
（
本
名
・
正
次
）
は
明
治
三
十

四
年
（
一
九
〇
一
）
に
土
庄
町
本
町
で
生
ま

れ
ま
し
た
。
俳
句
を
松
瀬
清
々
に
学
び
、
日

本
画
を
森
二
鳳
に
師
事
し
、
そ
の
後
「
柳
史

俳
画
」
を
独
創
し
ま
し
た
。
太
平
洋
戦
争
中

は
俳
句
・
俳
画
を
も
っ
て
部
隊
を
慰
問
し
ま

し
た
。

昭
和
二
十
三
年
（
一
九
四
八
）、
俳
画
誌

「
砂
丘
」
を
創
刊
し
、
砂
丘
会
の
主
宰
者
と

し
て
、
俳
画
の
普
及
指
導
に
努
め
ま
し
た
。

四
十
八
年
（
一
九
七
三
）、
オ
リ
ー
ブ
神
社

面
の
説
明
文
の
一
部
に
以
下
の
よ
う
に
書
か

れ
て
い
ま
す
。

『
表
面
掲
出
の
俳
句
「
一
切
を
佛
に
ま
か

せ
て
蟻
這
へ
り
」
の
註
解
は
野
暮
。

這
う
こ
と
は
働
き
蟻
の
天
分
。
働
く
こ
と

は
人
の
天
分
。
小
豆
島
霊
場
巡
拝
へ
ん
ろ
姿

と
、
這
う
蟻
の
姿
と
を
重
ね
た
敬
虔
な
姿
へ

の
柳
史
の
人
生
観
の
一
句
で
あ
る
。
花
鳥
自

然
を
見
る
目
で
そ
の
人
生
を
観
た
柳
史
感

動
の
句
の
一
つ
。
俳
界
挙
げ
て
推
奨
の
、
し

か
も
小
豆
島
ぴ
っ
た
り
の
俳
句
と
な
す
か
。』
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５．
『
二
十
四
の
瞳
』平
和
の
群
像

若
い
お
な
ご
先
生
と
十
二
人
の

子
ど
も
た
ち
と
の
愛
情
物
語
。

年
十
一
月
ま
で
連
載
さ
れ
た
小
説
で
す
。
大

石
久
子
先
生
と
十
二
人
の
教
え
子
た
ち
と
の

心
の
交
流
、
戦
争
の
悲
惨
さ
と
傷
跡
の
大
き

さ
、
平
和
へ
の
思
い
を
色
濃
く
描
い
た
も
の

で
、
連
載
当
時
か
ら
好
評
を
博
し
ま
し
た
。

昭
和
二
十
九
年
（
一
九
五
四
）
に
監
督
木

下
恵
介
、
主
演
高
峰
秀
子
に
よ
り
映
画
化
さ

れ
、
見
る
人
に
大
き
な
感
動
を
与
え
ま
し
た
。

こ
の
映
画
に
よ
っ
て
小
豆
島
は
全
国
に
知
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
、
観
光
の
島
と
な
っ
て
い

き
ま
し
た
。

群
像
は
丸
亀
市
出
身
の
彫
刻
家
・
矢
野
秀

徳
（
明
治
四
十
年
〜
平
成
八
年
）
に
よ
っ
て

制
作
さ
れ
ま
し
た
。
台
座
題
字
「
平
和
の
群

像
」
を
揮
毫
し
た
の
は
時
の
首
相
・
鳩
山
一

郎
で
す
。
題
字
の
少
し
右
側
に
時
の
文
相
・

大
達
茂
雄
の
映
画
感
想
文
の
金
属
板
が
埋
め

込
ま
れ
て
い
ま
す
。
群
像
の
除
幕
式
は
昭
和

三
十
一
年
（
一
九
五
六
）
十
一
月
に
開
催
さ

土
庄
港
の
緑
地
公
園
前
に
ブ
ロ
ン
ズ
製
の

群
像
が
あ
り
ま
す
。
小
豆
島
を
訪
れ
た
観
光

客
の
多
く
が
こ
の
群
像
の
前
で
記
念
写
真
を

撮
る
ほ
ど
有
名
な
も
の
で
す
。
こ
の
群
像
は

小
豆
島
町
坂
手
出
身
の
小
説
家
壺
井
栄
の
代

表
作
『
二
十
四
の
瞳
』
を
元
に
制
作
さ
れ
た

も
の
で
、『
二
十
四
の
瞳
』
平
和
の
群
像
と

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

『
二
十
四
の
瞳
』
は
キ
リ
ス
ト
教
の
月
刊

誌
『
ニ
ュ
ー
エ
イ
ジ
』（
教
文
館
発
行
）
に

昭
和
二
十
七
年
（
一
九
二
五
）
二
月
か
ら
同

れ
、
原
作
者
壺
井
栄
、
監
督
木
下
恵
介
、
主

演
女
優
高
峰
秀
子
を
始
め
と
す
る
、
参
加
者

二
百
人
を
超
え
る
盛
大
な
式
で
し
た
。

以
来
、
五
十
年
以
上
に
わ
た
っ
て
地
元
の

人
た
ち
は
こ
の
群
像
を
大
切
に
維
持
管
理
し

て
き
ま
し
た
。
群
像
お
よ
び
台
座
付
近
の
掃

除
、
台
座
周
囲
の
オ
リ
ー
ブ
の
剪
定
な
ど
が

定
期
的
に
行
わ
れ
て
現
在
に
至
っ
て
い
ま

す
。
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６．

小
豆
島
霊
場

豊
か
な
自
然
と
出
会
い
華
遍
路

自
分
自
身
と
出
会
う
旅
。

で
き
る
の
で
、
四
国
巡
拝
霊
場
（
札
所
）
八

十
八
ヶ
所
を
ま
ね
て
同
様
の
霊
験
が
得
ら
れ

る
方
法
を
考
え
ま
し
た
。
こ
れ
が
小
豆
島
霊

場
の
起
源
だ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

八
十
八
ヶ
所
は
小
豆
島
全
島
に
わ
た
っ
て

い
ま
す
。
ま
ず
小
豆
島
町
坂
手
の
洞
雲
山
か

ら
始
ま
り
、
小
豆
島
町
の
旧
・
内
海
地
区
か

ら
小
豆
島
町
中
部
の
三
都
半
島
、
池
田
、
中

山
を
経
て
、
土
庄
町
に
入
り
、
肥
土
山
、
渕

崎
、
前
島
、
四
海
、
小
馬
越
、
北
浦
、
大
部

へ
と
続
き
、
再
び
小
豆
島
町
に
入
り
、
福
田

を
経
て
、
小
豆
島
町
東
南
部
（
東
浦
）
に
位

置
す
る
橘
の
楠
霊
庵
で
終
了
（
結
願
）
し
ま

す
。大

正
二
年
（
一
九
一
三
）
に
小
豆
島
霊
場

会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
霊
場
案
内
、
公
認

団
体
、
公
認
先
達
な
ど
に
関
す
る
一
切
の
事

務
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
一
般
参
拝
者

に
つ
い
て
も
団
体
ま
た
個
人
を
問
わ
ず
、
巡

小
豆
島
霊
場
は
小
豆
島
内
の
寺
院
、
庵
堂

合
わ
せ
て
八
十
八
ヶ
所
が
巡
拝
で
き
る
よ
う

に
選
定
し
、
一
番
か
ら
八
十
八
番
ま
で
順
番

を
付
け
た
も
の
で
す
。
一
般
に
島
四
国
と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。

『
小
豆
郡
誌
』
に
よ
る
と
、
小
豆
島
八
十

八
ヶ
所
は
貞
享
三
年
（
一
六
八
六
）
に
島
内

の
真
言
宗
僧
侶
た
ち
が
協
議
し
て
創
設
し
た

と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
四
国
巡
拝
は
人
々
の

念
願
で
す
が
、
誰
も
が
簡
単
に
で
き
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
小
豆
島
は
手
軽
に
一
周

拝
に
関
す
る
諸
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
な

お
、
霊
場
会
事
務
所
に
当
た
る
小
豆
島
霊
場

総
本
院
が
土
庄
町
西
本
町
に
あ
り
ま
す
。
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７．

土
庄
天
神
神
社

学
問
の
神
様
を
祀
り
、

春
に
は
桜
吹
雪
が
舞
う
名
所
。

ま
す
。
向
か
っ
て
左
側
の
石
柱
表
面
に
「
草

木
改
精
神
」、
裏
面
に
「
爲
菅
公
一
千
年
祭

奉
納
　
誠
友
會
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
右
側
の
石
柱
表
面
に
「
文
章
爭
日
月
」、

裏
面
に
「
明
治
三
十
五
年
三
月
二
十
五
日

誠
友
會
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

天
神
山
麓
か
ら
神
社
に
続
く
石
段
を
少
し

登
る
と
、
右
手
に
小
さ
な
公
園
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
辺
り
一
帯
は
桜
の
名
所
で
、
春
と
も
な

れ
ば
多
く
の
花
見
客
で
賑
わ
い
ま
す
。

土
庄
天
神
神
社
は
土
庄
町
本
町
天
神
山
に

あ
り
ま
す
。
天
神
と
い
う
名
が
示
す
よ
う
に
、

祭
神
は
菅
原
道
真
で
す
。『
土
庄
町
誌
』
に

は
「
嘉
永
五
年
の
書
に
、
遍
礼
五
十
九
番
札

所
な
り
、
祭
礼
六
月
二
十
五
日
。
草
庵
本
社

石
段
下
に
あ
り
、
宮
守
り
の
僧
こ
こ
に
住
す
。

地
蔵
菩
薩
を
安
ん
ず
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

天
神
神
社
は
天
神
山
麓
か
ら
か
な
り
急
な

石
段
を
登
っ
た
先
に
あ
り
ま
す
。
社
殿
は
平

成
五
年
（
一
九
九
三
）
に
改
築
さ
れ
た
も
の

で
す
。
社
殿
前
に
二
つ
の
石
柱
が
建
っ
て
い
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８．

松
　
風
　
庵

芭
蕉
の
句
碑
も
ひ
っ
そ
り
と

あ
な
た
も
詩
人
に
な
れ
そ
う
。

ま
す
。
す
ぐ
隣
に
大
師
堂
が
あ
り
ま
す
。

庵
の
前
を
右
に
少
し
進
む
と
天
神
神
社
社

殿
前
の
石
段
に
出
ま
す
。
石
段
の
少
し
手
前

に
丸
形
を
し
た
松
尾
芭
蕉
の
句
碑
が
あ
り
ま

す
。「
は
せ
を
　
春
も
や
ゝ
け
し
き
と
ゝ
の

ふ
月
と
梅
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
明
治
二

十
八
年
（
一
八
九
五
）
に
地
元
の
俳
人
中
塚

梅
雪
、
三
枝
節
水
、
三
枝
卓
水
に
よ
っ
て
建

立
さ
れ
ま
し
た
。

松
風
庵
は
小
豆
島
霊
場
第
六
十
四
番
札
所

で
、
土
庄
町
天
神
山
に
あ
り
ま
す
。
天
神
山

麓
か
ら
か
な
り
急
な
石
段
を
少
し
登
っ
て
左

に
折
れ
て
行
っ
た
先
に
あ
り
ま
す
。
本
尊
は

延
命
地
蔵
菩
薩
で
す
。
詠
歌
は
「
世
の
ち
り

に
人
の
心
を
け
が
さ
じ
と
吹
き
払
う
ら
ん
庭

の
松
風
」
と
い
う
も
の
で
す
。

堂
宇(

堂
の
建
物
）
は
宝
形
造
り
で
、
平

瓦
葺
き
の
棟
の
上
に
宝
珠
が
置
か
れ
て
い
ま

す
。
向
拝
（
屋
根
を
正
面
の
階
段
上
に
張
り

出
し
た
部
分
）
は
現
代
の
作
と
言
わ
れ
て
い
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９．

元
屋
商
店

文
政
十
二
年
創
業
（
登
録
有
形
文
化
財
）

永
年
育
ま
れ
た
名
品
が
人
気
。

化
財
と
な
っ
て
い
ま
す
。

中
へ
入
る
と
大
正
時
代
か
ら
昭
和
時
代
に

か
け
て
の
レ
ト
ロ
な
看
板
等
が
飾
ら
れ
て
い

ま
す
。
以
前
の
銘
柄
で
あ
る
「
松
竹
梅
」
と

書
か
れ
た
前
掛
け
は
ジ
ャ
ム
や
マ
ー
マ
レ
ー

ド
で
知
ら
れ
る
明
治
屋
の
制
作
で
す
。
通
路

の
事
務
机
の
上
に
秘
伝
と
も
言
え
る
仕
込
み

製
成
帳
や
台
帳
が
並
べ
て
あ
り
ま
す
。
棚
に

は
商
品
の
数
々
が
所
狭
し
と
陳
列
さ
れ
て
い

ま
す
。

元
屋
商
店
は
土
庄
小
学
校
の
隣
に
あ
っ

て
、「
島
松
竹
醤
油
」
と
い
う
銘
柄
の
醤
油

を
製
造
し
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
末
期
の
文

政
十
二
年
（
一
八
二
九
）
に
創
業
し
た
小
豆

島
で
最
も
古
い
醤
油
工
場
の
一
つ
で
す
。
屋

号
は
創
業
者
の
元
屋
源
九
郎
に
由
来
し
て
い

ま
す
。

現
在
の
主
屋
は
明
治
時
代
中
期
に
建
造
さ

れ
た
入
母
屋
式
で
す
。
屋
根
は
二
重
庇
（
ひ

さ
し
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
社
屋
は
現
在
も

稼
働
中
の
工
場
で
、
文
化
庁
の
登
録
有
形
文
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10．

土
渕
海
峡

世
界
一
狭
い
海
峡

ギ
ネ
ス
ブ
ッ
ク
に
認
定
さ
れ
る
。

あ
橋
で
す
。
オ
リ
ー
ブ
大
橋
は
最
大
の
橋
で

す
。
オ
リ
ー
バ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
は
最
小
の
橋
で
、

歩
行
者
専
用
で
す
。
主
と
し
て
近
く
に
あ
る

土
庄
高
校
生
が
利
用
し
て
い
ま
す
。
永
代
橋

と
ふ
れ
と
ぴ
あ
橋
の
間
の
西
側
一
部
は
ふ
れ

と
ぴ
あ
公
園
と
呼
ば
れ
る
公
園
と
な
っ
て
い

ま
す
。
公
園
の
下
は
海
峡
で
す
。

土
渕
海
峡
の
す
ぐ
南
に
土
庄
町
役
場
が
あ

り
ま
す
。
こ
こ
は
毎
年
十
一
月
末
に
開
催
さ

れ
る
瀬
戸
内
海
タ
ー
ト
ル
マ
ラ
ソ
ン
の
ス
タ

ー
ト
お
よ
び
ゴ
ー
ル
地
点
と
な
っ
て
い
ま

す
。
二
千
人
を
超
え
る
ラ
ン
ナ
ー
は
ス
タ
ー

ト
直
後
ま
た
ゴ
ー
ル
直
前
に
世
界
一
狭
い
海

峡
を
渡
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
町
役
場
で
は

希
望
者
に
百
円
で
絵
葉
書
形
式
の
海
峡
横
断

証
明
書
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

土
渕
海
峡
は
前
島
と
小
豆
島
本
島
の
間
を

流
れ
る
海
峡
で
す
。
前
島
側
の
土
庄
地
区
と

対
岸
で
あ
る
渕
崎
地
区
の
最
初
の
文
字
を
取

っ
て
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
全
長
は
二
・
五

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
幅
は
最
も
狭
い
個
所
で

九
・
九
三
メ
ー
ト
ル
で
す
。
平
成
八
年
（
一

九
九
六
）
に
ギ
ネ
ス
ブ
ッ
ク
か
ら
世
界
一
狭

い
海
峡
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

土
渕
海
峡
に
は
四
つ
の
橋
が
架
か
っ
て
い

ま
す
。
東
か
ら
順
に
、
オ
リ
ー
ブ
大
橋
、
オ

リ
ー
バ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
、
永
代
橋
、
ふ
れ
と
ぴ
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11．

永
　
代
　
橋

昔
は
土
庄
湊
と
呼
ば
れ

渡
海
船
の
島
の
玄
関
と
し
て
賑
わ
う
。

た
。
そ
の
後
、
交
通
量
の
増
加
と
と
も
に
架

け
替
え
を
迫
ら
れ
、
昭
和
四
十
五
年
（
一
九

七
〇
）
に
従
来
の
二
倍
の
幅
を
持
つ
現
代
的

な
橋
と
な
り
ま
し
た
。

永
代
橋
が
あ
る
辺
り
は
昭
和
三
十
年
（
一

九
五
五
）
頃
ま
で
は
深
い
入
り
江
で
、
古
く

は
土
庄
湊
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
多
く
の

渡
海
船
（
貨
客
輸
送
に
あ
た
っ
た
小
型
廻
船
）

や
漁
船
が
発
着
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め

海
上
の
安
全
を
祈
願
す
る
常
夜
灯
が
永
代
橋

の
南
東
側
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
台
座
に

「
文
化
壬
申
之
春
」
と
書
か
れ
て
い
る
の
で
、

文
化
九
年
（
一
八
一
二
）
に
建
て
ら
れ
ま
し

た
。
小
豆
島
産
の
花
崗
岩
を
使
っ
た
も
の
で
、

永
代
橋
の
石
灯
籠
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。

こ
の
歴
史
あ
る
常
夜
灯
は
昭
和
四
十
五
年

の
架
け
替
え
の
際
に
撤
去
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
昭
和
六
十
三
年
（
一
九
八
八
）
に
町

文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
は
土
庄

永
代
橋
は
土
渕
海
峡
に
最
も
古
く
か
ら
架

か
っ
て
い
る
橋
で
す
。『
小
豆
郡
誌
』
に
は

天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
の
調
査
で
、
長
さ

六
間
半
、

巾
七
尺
、
欄
干
の
高
さ
二
尺
、

左
右
の
柱
二
十
八
本
で
、
満
潮
時
に
は
橋
下

を
百
石
以
下
の
船
が
通
っ
た
と
書
か
れ
て
い

ま
す
。

永
代
橋
は
そ
の
後
何
回
か
架
け
替
え
ら
れ

ま
し
た
。
昭
和
に
入
っ
て
か
ら
は
、
昭
和
六

年
（
一
九
三
一
）
に
老
朽
化
の
た
め
に
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
に
架
け
替
え
ら
れ
ま
し

町
役
場
駐
車
場
の
一
角
に
納
ま
り
、
海
峡
を

見
つ
め
て
い
ま
す
。
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郡
役
所
跡

明
治
九
年
愛
媛
県
と
な
り

は
じ
め
て
小
豆
郡
と
名
が
つ
く
。

屋
笠
井
家
跡
地
で
、
現
在
の
土
庄
町
本
町
の

字
東
元
浜
甲
三
九
三
番
地
の
二
で
し
た
。
花

崗
岩
の
高
い
角
柱
に
鉄
格
子
が
付
い
て
い
た

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。『
小
豆
郡
誌
』
に
は

新
築
当
時
、
書
記
が
九
名
、
事
務
分
掌
は
庶

務
掛
の
他
に
六
掛
あ
っ
た
と
書
か
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
後
、
書
記
数
、
事
務
分
掌
数
と
も

に
増
加
し
て
い
き
ま
し
た
。

明
治
三
十
二
年
（
一
八
九
九
）
に
法
律
に

よ
っ
て
郡
制
が
公
布
さ
れ
ま
し
た
。
郡
会
を

組
織
し
、
議
員
選
挙
区
を
設
定
し
、
郡
を
土

庄
（
前
島
地
区
）
を
第
一
区
と
す
る
計
十
三

区
と
し
ま
し
た
。
同
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）

に
新
し
く
西
村
村
、
坂
手
村
、
福
田
村
（
以

上
い
ず
れ
も
旧
・
内
海
町
の
集
落
で
、
現
・

小
豆
島
町
）
を
独
立
さ
せ
ま
し
た
。

大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
に
郡
制
が
廃

止
さ
れ
、
郡
は
地
方
自
治
体
で
は
な
く
な
り
、

地
方
行
政
の
一
区
画
と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ

明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
に
香
川
県
は
合

併
し
て
愛
媛
県
と
な
り
ま
し
た
。
同
十
一
年

（
一
八
七
八
）
末
に
愛
媛
県
が
郡
制
を
実
施

し
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
っ
て
小
豆
島
が
新
し

く
一
つ
の
郡
と
な
り
、
小
豆
郡
と
名
付
け
ら

れ
ま
し
た
。

同
十
二
年
（
一
八
七
九
）
一
月
に
小
豆
郡

役
所
が
渕
崎
村
（
現
・
土
庄
町
渕
崎
）
に
設

置
さ
れ
ま
し
た
。
同
年
四
月
に
土
庄
前
島
に

庁
舎
が
新
築
さ
れ
る
ま
で
の
暫
定
措
置
で
し

た
。
新
築
さ
れ
た
場
所
は
江
戸
時
代
の
大
庄

に
伴
っ
て
大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
に
郡

役
所
は
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。
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加
藤
肥
後
守
陣
屋
跡

秀
吉
時
代
・
徳
川
時
代
に

大
坂
城
築
城
の
採
石
奉
行
の
陣
屋
。

小
豆
島
で
の
採
石
に
当
た
っ
て
採
石
奉
行

と
し
て
来
島
し
た
の
が
加
藤
清
正
、
片
桐
且

元
、
黒
田
孝
高
な
ど
で
し
た
。『
小
豆
郡
誌
』

に
は
大
坂
城
追
手
門
見
付
の
巨
石
は
小
瀬
千

軒
地
区
か
ら
採
掘
し
た
と
書
か
れ
て
い
ま

す
。そ

こ
を
監
督
し
た
の
が
加
藤
肥
後
守
で
し

た
。
土
庄
の
大
庄
屋
笠
井
家
に
宿
泊
し
て
九

ヶ
所
の
丁
場
（
採
石
場
）
の
監
督
を
し
ま
し

た
。
笠
井
家
を
去
る
際
に
備
前
国
長
船
与
三

左
衛
門
尉
祐
定
作
の
佩
刀
一
振
、
珊
瑚
数
珠

一
連
、
古
墨
一
個
を
贈
与
し
ま
し
た
。

陣
屋
は
笠
井
家
の
広
大
な
屋
敷
の
一
角
、

現
在
の
西
光
寺
門
前
の
銀
杏
通
り
の
真
ん
中

に
あ
り
ま
し
た
。
現
在
で
も
そ
こ
に
は
清
正

公
神
社
・
土
蔵
、
そ
の
他
い
く
つ
か
の
建
物

が
残
さ
れ
て
い
て
往
時
を
偲
ば
せ
て
く
れ
ま

す
。

小
豆
島
は
石
材
の
島
と
し
て
も
有
名
で

す
。
特
に
花
崗
岩
は
硬
く
て
緻
密
で
光
沢
が

あ
る
の
で
重
宝
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

小
豆
島
の
石
材
を
有
名
に
し
た
の
は
豊
臣

秀
吉
で
し
た
。
秀
吉
は
天
下
統
一
の
た
め
、

天
正
十
一
年
（
一
五
八
三
）
に
大
坂
城
築
城

に
着
手
し
ま
し
た
。
ま
ず
、
西
国
三
十
余
国

の
大
名
に
命
じ
て
、
大
き
な
石
を
運
搬
さ
せ

ま
し
た
。
石
材
は
御
影
（
現
在
の
神
戸
市
東

灘
区
）
や
小
豆
島
な
ど
か
ら
特
に
多
く
取
り

寄
せ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
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14．
小
豆
島
霊
場
第
五
十
八
番

西
光
寺

唱
え
る
お
経
に
声
を
震
わ
し

そ
れ
ぞ
れ
の
感
動
が
ゆ
れ
る
。

庄
町
誌
』
に
は
元
禄
九
年
（
一
六
九
六
）
に

第
十
世
増
如
上
人
が
京
都
嵯
峨
大
覚
寺
よ
り

寺
号
公
称
を
許
さ
れ
た
と
書
か
れ
て
い
ま

す
。本

堂
は
宝
暦
八
年
（
一
七
五
八
）
に
建
立

さ
れ
、
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
に
再
建
さ

れ
ま
し
た
。
建
築
様
式
は
桃
山
式
で
、
島
内

で
も
最
大
級
の
も
の
で
す
。
戒
壇
に
奉
ら
れ

て
い
る
秘
鍵
大
師
は
大
覚
寺
の
秘
仏
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
本
堂
前
に
は
樹
齢
二
五
〇
年

以
上
に
も
な
る
大
イ
チ
ョ
ウ
が
天
を
突
く
よ

う
に
立
っ
て
い
ま
す
。
山
門
は
昭
和
六
十
年

（
一
九
八
五
）
に
再
建
さ
れ
、
四
恩
門
と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。
客
殿
・
庫
裏
・
事
務
所
は

平
成
十
六
年
（
二
〇
〇
四
）
に
改
築
さ
れ
ま

し
た
。

大
き
な
行
事
と
し
て
大
正
三
年
（
一
九
一

四
）
か
ら
開
催
さ
れ
て
い
る
大
師
市
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
は
元
来
本
尊
千
手
観
音
菩
薩
の

西
光
寺
は
土
庄
町
の
繁
華
街
に
位
置
す
る

真
言
宗
大
覚
寺
派
の
名
刹
で
す
。
島
四
国
五

十
八
番
札
所
と
な
っ
て
い
て
、
正
式
の
名
称

を
王
子
山
蓮
華
院
西
光
寺
と
言
い
ま
す
。

『
小
豆
郡
誌
』
に
は
弘
安
年
間
（
一
二
七

八
〜
一
二
八
八
）
に
増
吽
僧
正
高
弟
の
増
密

法
印
が
鹿
島
に
創
建
し
、
そ
の
後
、
慶
長
年

間
（
一
五
九
六
〜
一
六
一
五
）
に
龍
弘
法
印

が
こ
の
地
に
堂
宇
を
建
立
し
た
と
書
か
れ
て

い
ま
す
。
寺
伝
で
は
創
建
が
天
正
七
年
（
一

五
七
九
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、『
土

宝
木
を
授
け
、
福
を
奪
い
合
う
会
式
で
、
毎

年
旧
暦
三
月
二
十
日
と
十
一
月
二
十
日
に
開

催
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
現
在
で
は
四
月
二
十

一
日
と
十
二
月
二
十
一
日
に
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。
寺
に
続
く
通
り
に
は
多
く
の
出
店
が

立
っ
て
賑
わ
い
、
小
豆
島
の
春
と
冬
の
恒
例

行
事
ま
た
風
物
詩
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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西
光
寺
の
大
イ
チ
ョ
ウ

お
遍
路
さ
ん
を
や
さ
し
く
迎
え
る

境
内
を
覆
う
大
イ
チ
ョ
ウ
。

で
、
土
庄
町
内
で
は
高
さ
、
太
さ
と
も
に
最

大
級
で
す
。
高
さ
は
約
二
五
メ
ー
ト
ル
、
太

さ
は
眼
の
高
さ
の
所
で
幹
周
り
約
三
メ
ー
ト

ル
あ
り
、
地
上
約
四
メ
ー
ト
ル
の
所
で
枝
分

か
れ
し
て
い
ま
す
。
推
定
年
齢
二
五
〇
年
以

上
と
も
言
わ
れ
、
気
根
が
垂
れ
て
い
ま
す
。

西
光
寺
は
言
う
に
及
ば
ず
、
こ
の
地
域
の
シ

ン
ボ
ル
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
五
年

（
一
九
九
三
）
に
土
庄
町

の
天
然
記
念
物
に
指
定

さ
れ
ま
し
た
。
西
光
寺

山
門
に
通
じ
る
通
り
は

「
銀
杏
通
り
」
と
呼
ば
れ

て
い
ま
す
が
、
そ
れ
は

こ
の
大
イ
チ
ョ
ウ
に
由

来
し
て
い
ま
す
。

こ
の
大
イ
チ
ョ
ウ
の

根
元
に
尾
崎
放
哉
と
種

田
山
頭
火
（
と
も
に
俳

イ
チ
ョ
ウ
は
中
国
原
産
の
一
科
一
種
と
い

う
珍
し
い
植
物
で
、
雌
雄
異
株
で
す
。
春
か

ら
夏
に
か
け
て
青
々
と
し
て
い
る
葉
は
秋
に

は
黄
葉
し
て
落
葉
し
ま
す
。
種
子
は
銀
杏
と

呼
ば
れ
、
茶
碗
蒸
し
な
ど
の
料
理
に
使
わ
れ

ま
す
。
幹
や
枝
か
ら
気
根
を
垂
ら
す
こ
と
が

あ
り
、
別
名
「
乳
の
木
」
と
も
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
盆
栽
や
街
路
樹
と
な
り
、
材
は
碁

盤
・
将
棋
盤
な
ど
に
使
わ
れ
る
と
い
う
ふ
う

に
、
馴
染
み
の
あ
る
木
で
す
。

西
光
寺
境
内
に
あ
る
イ
チ
ョ
ウ
は
雌
木

誌
『
層
雲
』
同
人
）
の
句
と
略
歴
を
記
し
た

一
枚
の
石
版
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
平
成

十
六
年
（
二
〇
〇
四
）
に
「
放
哉
」
南
郷
庵

友
の
会
が
建
立
し
ま
し
た
。
山
頭
火
は
放
哉

の
死
後
、
墓
参
の
た
め
に
小
豆
島
を
訪
れ
て

西
光
寺
に
宿
泊
し
ま
し
た
。
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誓
願
の
塔

大
師
の
面
影
を
し
の
び

王
子
山
に
朱
色
に
輝
く
三
重
塔
。

て
い
ま
す
が
、
元
は
南
郷
庵
が
奥
の
院
で
し

た
。
南
郷
庵
は
昭
和
五
十
二
年
に
取
り
壊
さ

れ
て
こ
の
塔
の
地
下
霊
堂
に
移
さ
れ
ま
し

た
。
地
下
霊
堂
は
弘
法
大
師
像
を
中
心
に
檀

家
信
徒
の
霊
位
（
位
牌
）
を
安
置
す
る
永
代

祠
堂
で
す
。

西
光
寺
本
堂
横
か
ら
塔
に
続
く
石
段
の
両

側
に
は
多
く
の
寄
進
石
が
立
ち
並
ん
で
い
ま

す
。
塔
の
前
に
は
鐘
楼

と
弘
法
大
師
石
像
が
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

こ
を
東
側
に
少
し
下
る

と
左
手
に
か
な
り
大
き

く
て
平
ら
な
花
崗
岩
が

置
か
れ
て
い
ま
す
。
大

坂
城
築
城
の
際
に
小
瀬

千
軒
地
区
か
ら
切
り
出

さ
れ
ま
し
た
が
、
実
際

に
は
大
坂
城
ま
で
運
搬

西
光
寺
の
本
堂
裏
に
王
子
山
と
い
う
小
高

い
山
が
あ
っ
て
、
地
元
で
は
土
山
と
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
頂
上
に
屋
根
が
緑
色
、
胴

体
部
分
が
朱
色
の
高
さ
二
二
メ
ー
ト
ル
の
三

重
塔
が
建
っ
て
い
ま
す
。
西
光
寺
中
興
四
百

年
記
念
行
事
の
一
環
と
し
て
昭
和
五
十
二
年

（
一
九
七
七
）
に
建
立
さ
れ
た
も
の
で
、
誓

願
の
塔
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
境
内
の
大
イ

チ
ョ
ウ
と
と
も
に
西
光
寺
の
シ
ン
ボ
ル
と
な

っ
て
い
ま
す
。

誓
願
の
塔
は
現
在
西
光
寺
奥
の
院
と
な
っ

さ
れ
な
か
っ
た
残
石
で
す
。

王
子
山
に
登
る
と
、
天
に
伸
び
る
三
重
塔

を
見
上
げ
、
近
く
の
町
並
み
と
少
し
先
に
あ

る
瀬
戸
の
海
を
見
下
ろ
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。
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王
子
神
社
・
荒
神
社

門
前
ま
ち
か
ら
寄
り
道

先
人
た
ち
の
信
仰
を
し
の
ぶ
。

に
鞘
堂(

外
側
か
ら
覆
う
よ
う
に
建
て
た
建

築
物
）
に
納
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
毎
年
十
月

九
日
に
祭
礼
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

荒
神
社
の
祭
神
は
荒
魂
神
、
蛭
子
命
、
宇

迦
之
御
魂
神
で
、
稲
荷
神
が
併
せ
て
祀
ら
れ

て
い
ま
す
。
神
社
前
の
石
鳥
居
に
大
き
な
字

で
「
明
治
十
三
年
」
と
彫
ら
れ
て
い
ま
す
。

本
殿
内
に
大
坂
城
築
城
時
の
採
石
作
業
中
に

亡
く
な
っ
た
石
工
た
ち
を
祀
る
家
形
ラ
ン
塔

が
納
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
毎
年
七
月
二
十
七

日
に
祭
礼
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

両
神
社
の
前
に
広
場
が
あ
り
ま
す
。
昔
こ

こ
に
芝
居
小
屋
と
桟
敷
が
あ
り
ま
し
た
。
歌

舞
伎
が
興
行
さ
れ
た
と
い
う
記
録
が
残
っ
て

い
ま
す
。
現
在
は
カ
ル
チ
ャ
ー
ホ
ー
ル
と
い

う
建
物
が
建
ち
、
地
域
の
集
会
な
ど
に
使
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

誓
願
の
塔
の
東
麓
に
王
子
神
社
と
荒
神
社

が
並
ん
で
建
っ
て
い
ま
す
。
両
神
社
は
祭
神

が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
ま
す
が
、
地
元
の
同
じ

人
た
ち
が
関
わ
っ
た
の
で
隣
接
し
て
建
立
さ

れ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

王
子
神
社
は
一
般
に
王
子
権
現
と
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。
石
鳥
居
の
銘
に
「
宝
暦
十
庚
辰

九
月
吉
日
」
と
あ
る
の
で
、
一
七
六
〇
年
に

建
立
さ
れ
ま
し
た
。
祭
神
は
天
照
大
神
、
伊

邪
那
岐
命
、
伊
邪
那
美
命
で
す
。
社
殿
お
よ

び
本
殿
は
風
雨
か
ら
建
物
を
保
護
す
る
た
め
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18．
小
豆
島
尾
崎
放
哉
記
念
館

俳
句
「
咳
を
し
て
も
一
人
」
の

放
哉
終
焉
の
地
。

一
事
業
と
し
て
、
土
庄
町
お
よ
び
関
係
者
の

尽
力
に
よ
り
、
庵
が
あ
っ
た
場
所
に
昔
な
が

ら
の
形
で
庵
が
復
元
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
が

小
豆
島
尾
崎
放
哉
記
念
館
で
す
。
館
内
に
は

放
哉
の
句
稿
、
書
簡
、
手
記
、
知
人
宛
て
の

葉
書
・
電
報
、
直
筆
の
短
冊
お
よ
び
掛
軸
、

肖
像
写
真
な
ど
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

記
念
館
前
に
は
荻
原
井
泉
水
の
揮
毫
に
よ

っ
て
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
に
建
立
さ
れ

た
句
碑
「
入
れ
も
の
が
な
い
両
手
で
う
け
る
」

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
石
碑
「
俳
人
放
哉
易

簀
之
地
」、
石
版
「
尾
崎
放
哉
句
碑
由
緒
記
」

の
他
、
関
連
す
る
句
碑
・
石
碑
・
石
板
も
何

基
か
建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

記
念
館
前
の
井
戸
の
隣
に
放
哉
が
利
用
し

た
銭
湯
三
日
月
湯
の
看
板
壁
（
鏝
絵
）
と
そ

の
銭
湯
を
利
用
し
た
こ
と
を
記
す
大
正
十
四

年
（
一
九
二
五
）
十
二
月
二
十
七
日
付
け
の

井
泉
水
宛
て
封
書
の
一
節
を
彫
っ
た
石
版
が

自
由
律
俳
人
の
尾
崎
放
哉
が
最
晩
年
の
約

八
ヶ
月
（
大
正
十
四
年
八
月
〜
十
五
年
四
月
）

を
過
ご
し
た
の
が
西
光
寺
奥
の
院
南
郷
庵
で

し
た
。
庵
は
昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）
に
改

築
さ
れ
、
昭
和
四
十
年
代
半
ば
ま
で
同
所
に

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
御
本
尊
は
昭
和
五

十
一
年
（
一
九
七
六
）
に
西
光
寺
誓
願
の
塔

地
下
霊
堂
に
移
さ
れ
、
建
物
そ
の
も
の
は
翌

五
十
二
年
（
一
九
七
七
）
に
シ
ロ
ア
リ
被
害

を
受
け
て
取
り
壊
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
六
年
（
一
九
九
四
）
に
町
お
こ
し
の

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
石
版
の
隣
に
あ
る
駐
車
場
の
一
角
に

「
障
子
あ
け
て
置
く
海
も
暮
れ
切
る
」
と
い

う
放
哉
の
句
を
彫
っ
た
高
さ
四
、
五
メ
ー
ト

ル
ば
か
り
の
石
版
が
あ
り
ま
す
。
小
説
家
吉

村
昭
（
平
成
十
八
年
没
）
の
揮
毫
に
よ
る
も

の
で
す
。
吉
村
は
若
い
頃
か
ら
放
哉
の
俳
句

を
愛
読
し
、
放
哉
の
小
豆
島
時
代
を
扱
っ
た

小
説
『
海
も
暮
れ
切
る
』
を
昭
和
五
十
五
年

（
一
九
八

〇
）
に
講

談
社
か
ら

出
版
し
ま

し
た
。
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19．

エ
ン
ジ
ェ
ル
ロ
ー
ド

青
い
海
に
浮
か
ぶ
小
島
の
海
が

白
い
砂
の
散
歩
道
に
。

ー
ド
（
天
使
の
散
歩
道
）」
と
呼
ば
れ
る
観

光
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。
潮
の
干
満

で
砂
浜
（
道
）
が
現
れ
た
り
消
え
た
り
す
る

の
が
魅
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。
干
潮
時
に
大

切
な
人
と
手
を
つ
な
い
で
歩
く
と
、
天
使
が

舞
い
降
り
て
来
て
願
い
を
叶
え
て
く
れ
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
若
い
カ
ッ
プ
ル
が
手
を

つ
な
い
で
歩
く
姿
は
微
笑
ま
し
く
、
夢
が
あ

り
、
ま
さ
し
く
絵
に
な
る
風
景
で
す
。

平
成
二
十
年
（
二
〇
〇
八
）
一
月
に
Ｎ
Ｈ

Ｋ
総
合
テ
レ
ビ
で
『
こ
れ
こ
そ
！
わ
が
町
元

気
魂
』
と
い
う
正
月
特
別
番
組
が
放
映
さ
れ

ま
し
た
。
全
国
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
局
が
制
作
し

た
地
域
紹
介
の
三
十
秒
間
映
像
の
順
位
を
争

う
と
い
う
も
の
で
し
た
。
そ
の
結
果
、
高
松

放
送
局
制
作
の
「
エ
ン
ジ
ェ
ル
ロ
ー
ド
」
が

見
事
大
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
見
る
人
に
夢

を
与
え
て
く
れ
る
と
い
う
の
が
受
賞
理
由
で

し
た
。

小
豆
島
国
際
ホ
テ
ル
の
南
側
に
は
波
静
か

な
余
島
湾
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
潮
の
干
満

の
差
が
大
き
な
湾
で
す
。
余
島
湾
の
東
北
端
、

国
際
ホ
テ
ル
東
南
部
辺
り
は
潮
流
が
特
に
速

く
、
夏
季
に
は
遊
泳
禁
止
区
域
と
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
干
潮
時
に
は
砂
浜
が
現
れ
、
す
ぐ

南
の
大
余
島
と
陸
続
き
と
な
り
ま
す
。
四
月

末
か
ら
五
月
中
旬
頃
に
か
け
て
の
春
の
大
潮

時
分
に
は
多
く
の
潮
干
狩
り
客
で
賑
わ
う
場

所
で
す
。

最
近
、
こ
の
あ
た
り
は
「
エ
ン
ジ
ェ
ル
ロ
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西光寺への参道・昭和3年（現：土庄本町）

せ
き
を
し
て
も
ひ
と
り
　
尾
崎
放
哉


